
 

学校の茶園管理は、子どもたちの大事なお仕事！ 

１０月７日に中西義明さんが施肥方法を伝授 
今年は雨が長く続いた後、晴れて気温が上がり、 

気候の変動が激しかったので、向島小学校の茶園に

も葉焼けや主幹が細い等の影響がみられました。 

今回のお茶教室は栽培管理「施肥」で、小学３年

生の児童が作業しました。茶の樹の周りに深さ１５

センチほどの穴をあけ、魚粕と油粕を混ぜた肥料を

１人１穴ずつ手作業で入れていきました。 

小学生には、これから月１回３月頃まで施肥をし

てもらい、おいしいお茶の葉を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

向島小学校では、地域産業を知る総合学習の一環で、ＪＡ京都中央向島茶業部会員の中西義明さんを

中心として栽培管理、茶摘み、製茶などの工程を体験する様々な取り組みが行われています。 

取り組みは今年で２３年目になり、自分たちで育てることでお茶を身近に感じ、摘みたての美味しい

お茶を味わってもらいたいという中西さんの思いから 1３年前に向島小学校内の花壇にお茶の樹が植

えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

近年、温暖化とともに鼠が発生し、肥料袋をかじられるなどの被害が増加傾

向にあります。これから京都米の収穫最盛期を迎え、産米検査場所としても活

躍する向島事業センターの鼠被害防止対策として、１０月４日に鼠駆除用の粘

着シートを設置しました。 

そして、昨日１１日から向島事業センターでの米検査がスタートしました！ 

 
―ＴＡＣ information―  

ＪＡ京都中央 ２０２１年１０月１２日 No.570 小山 愛

意外と簡単！ 

成長が楽しみ！ 

向島事業センターに 

鼠駆除用の粘着シートを設置 



 

 


